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2.調 査方法

被調査者 広島大学教育学部の大学生,大 学院生20人 か らデータを

た。

調査時期1993年

手 続 きSrinivas&Roediger(1990)に おいて用いられた英単語

日本語に訳 した(表1参 照)。 それらの単語 をA4の 用紙1

した。1枚 の用紙に20個 の単語を印刷 した。

用紙の表紙には,次 のような教示を印刷 した。 「・カテゴリーの名

示してあ ります。 ・そのカテゴリーに含まれるものの例を5つ 回答

ださい。 ・5つ回答できない場合は,途 中で次に移 ってかまいませ・

被験者にこの教示を読んだ後,印 刷 された単語の横に,5つ の回答を

うに教示 した。

これらの用紙を被験者に配布 し,回 答後,収 集した。

集計方法と集計規準 各カテゴリー名となる単語毎に,被 験者の回答

した。 その際に,ひ らがな,カ タカナ,漢 字による表記の違いは無視

また語末の表現のみが異なるような回答は,同 一のものとして集計し

表1.カ テゴリーとなる単語の一覧,

衣服

感情

木

職業

スポーツ

色

感覚

住宅の種類

病気

身内,親 類

学問

花

果物

家具

言語

武器

楽器

薬

身体の臓器

大工道具

鳥

虫

魚

金属

化学物質

船

宝石

読み物

軍人の称号

動物

布の種類

台所用品

犯罪の種類

建物の部分

乗り物

おもちゃ

野菜

肉

デザート

手術用の道具

外国通貨

幾何学図形

蛇

宗教

は虫類

時間の単位

距離の単位

履き物

車の部品

貴金属類

アルコー

非アルコー

測定器

燃料

<<
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大学生,大 学院生におけるカテゴリーの事例の生成とその出現頻度

「'り
一名毎の集計結果 を表2-1か ら表2-7ま で に示 した。 表中括弧内

,

:・10人の 被調査者 の内,何 人が その言葉 を回答 したかを表 してい る。

賜.出現頻度で ある。

表2-1カ テ ゴリー別の出現頻度表

即 木 職業 スポーツ 色 感覚 fl:宅の種類

無り`16)ま っ(14)

轟しみ(14)さ くら(12)

鐸び 〔②

いb{8)

粥い ・㈲

しさ 〔4)

(4)

(3)

粒 ち(3)

り②

(2)

い(2)

、隣(2)

しみ ②

+'(2)

しみ ②

,し さ ②

(1)

,し み(D

U)葭・、
,、〔1)
'禦ω

すぎ(12)

うめ(7)

かし(6)

しい(5》

ひのき(4)

ぶな{1)

もみじ(の

もみのき(3)

し聯ちょう(2}

くすのき(2)

けやき(2)

しらかば(2)

たけ(2}

ぽぶら(2)

えんじゅ(1)

かえでU)

かき(D

カししわ(1)

きんもくせい(1)

クリスマスツリー 〔u
'になる(D自 然(D

(Dに れ(1)

(1)林(D

(Dび わ(D

もや(1)も くれん(1)

三懸どき{i)も も(D

,

～

(
.

'

2

(1) やし(1}

やなぎ(1)

山(U

らわん(1)

りんご(u

医青(IU

教師(9》

会祉員(H)

公務員(7》

弁護t:(7〕

先生(fi)

サラリーマン(4)

面護婦(4》

警察官(3)

自m㈹

スチュワーデス(3)

学者 ㈹

アナウンサー(2〕

カウンセラー(2}

運転F(2)

警官(2)

消防{二('L)

OL(1)

ウェイトレス(1)

ガードマン(1)

コック(U

スポーツ選乎(1》

ソムリエ(け

タレント(け

ドライバー(D

ノ{イ【コット(1}

ピル清掃業(D

フリーター(D

プロゲラマー(D

レジ(1)

技[;(1)

趣築{:(D

研究青(D

爾医 封(1)

主夫(1》

髭婦(1)

床屋(1)

大学教授(D

量二木作業員(D

八百屋(け

蚤f球q8)青(2{,)

サッカー(:7)赤(2ω

バスケットボール(12)ド ヨ(15)

バレーボール(II》

テニス(9)

卓球(sf

水泳(5}

スキー(4}

飼道(3)

ラグビー(3)

バ ドミン トン(3)

陸 ヒ(2)

体操(D

柔道(1)

ソフ トオζ一ル(1》

すもうU)

スケー ト(1)

ゴルフ(亘)

アメフト(1)

黄(15)

黒(12}

緑UO}

紫(3)

ビンク 〔2)

痛みU4)

嗅覚 ⑲)

視覚(9)

昧覚(8)

冷たさ(7》

聴覚 ⑦

触覚(6)

寒い(4)

シルバー(1}柔 らかい(3}

茶色(uあ つい(3)

檀(D熱 さ(2)

購さ ②

甘み(2)

マンション(19)

アパート(19)

一戸趣て(i7)

平屋(4)

ビル(3》

票(2)

貸家(2)

祉宅 ②

ログハウス(2)

プレハブ(2)

木造(t)

別荘(U

二二世帯住宅(1)

くすぐったい(2)鉄 筋 〔D

痒み(2》

眠さ(1)

粉っぽい(D

辛(1)

暑さ(1)

酸(1)

堅い(11

苦み(1)

快(D

温かさ(1)

まぶ しさ(1)

ぼかぼか(1}

どきどき(u

痴れ(け

あたたかい(1)

長屋 く1)

段ボール(1)

団地(1》

小屋G)

住宅(1)

借家(1)

官舎(i)

家(u

仮設住宅U)

仮屋(1)

F宿U)

トレーラーハウス(1)

コーポ(D

お城(1)

2世 帯住宅(D

テゴリー事例の単請がttt現したrt数(回 答人数}
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表2-2カ テ ゴリー別の出現頻度表

病気 身内,親 類 学問 花 果物 家具

ガン(19)父(14)

風邪(15)鍬(14}

エイズ(10)兄(12)

胃演鰯(4)弟(12)

肺炎(4)妹(A)

甫■(4)姉 〔6)

鯖帳(3)樹 冊(s　

心臓病{3}叔 父(6}

鯖尿痢(3)し ・と二(5}

r1血病(3)粗 父(5,

麻修(3)叔 母(4}

高血u王(2,お`ま(3}

中耳炎(2)親(3)

脳卒中 〔2)兄 弟(1)

唱息(2}姉 蝶(D

アトピー(1》

インフルエンザ(1)

おたふく(1)

くも農下衛血(1)

しびれ 〔1}

トラコーマ(u

マラリア(の

肝炎(置}

肝硬変(n

心筋便痢(1)

心身催cn

心環的病気(D

水`∫うそう(1)

鯖尿(u

頭痛(u

日射病 ω

分賄(U

膨病(1)

廓麻疹(1)

心環学(iz　

数学(t1)

文学{6)

杜会学(61

物瑚学 〔6}

化学(5}

哲学(5}

医学(4)

経済学 ㈲

天文学(4)

国欝(3)

老古学(3)

生物学{3)

夷晒 ②

【二学(2)

法学 〔2)

薬学 ②

環科(2)

教青学(1)

厨学(u

国文学(け

私学(1)

政治学(1)

地学(1)

地質学(1)

塊縄(u

続置1学(1)

日本史(i)

蔓学 ⊂の

文化人頭学(1)

法律学(1)

倫理 〔1)

倫理学(1}

歴史(1》

バラ(12}り んご(旧)

チューリップ(9)ブ ドウ(13》

ユリ(9}み かん(且3}

ひまわり(7)イ チゴ(io》

かすみ草(6)バ ナナ(巳O)

桜(6)メ ロン 〔7)

タンポポ(5)す いか 〔6)

うめ(4)な し(4)

キク{4}パ イナップル`4}

あさがお(3)イ チジク(2)

パ ンジー(3}オ レンジ(2)

カーネーション〔21も も(2)

コスモス(2)キ ウィ(ll

スイー トピー{2〕 ダレーブフルーツ11)

スイトピー(2)ス ターフルーツ(U

すずらん 〔2)ト マ ト(1)

スミレ(2)ド リアン(1)

つつじ 〔2)ブ ルーベリー(1,

マーガレッか{2)マ スカット(薗}

黎の花(2》 レモン(1)

オジキソウ(1)楠(1}

おみなえしcu

ガーベラU)

力 トレアcu

3き ょう(i)

キンモクセイ(1)

こでまり(u

しゃくな6デ(1》

スズラン(U

ハエトリダサ(u

ホウセンカ(1)

もも(1)

ラペンダー(D

藤{D

机(is)

タンス(15)

イス{且u

ペッド(IU)

本棚(R)

食懸棚 〔6)

ソフアー(4)

テープル(4)

鏡台(4)

こたつ(3)

クローゼット(2)

予レピだな(2)

欝朔 ②

コーナーポード(1)

サイドポー ド(u

スタンド(U

チェスト(1)

ちゃぶ台(u

衣裟朔U)

靴箱U)

食嘩{n

洗濯機(1)

棚(u

電灯(1)

冷蔵庫(1)

5

,1

言 語 評

日本語(19}i

英語(置8,ア

ド棚 ㈹ 彗
フランス緬 《鱈)自

中国語(8)弓

;ll三1;;;引l
x・・TiR(2)Ef;

791'7iE(1)!

;淵 質1魯》Sfi

パロ_w(1)う

ハングル(且)

鼠
ヒンズー語(蒐1

ラング(U調
「

冗談 ωa

台綱(i)纈

朝鮮厨U}キ ¶

曲語 ω 二

皮肉`1}補

方a(Ua

輔(D,ll

'咽
旨1

.十

プ"

0

メ

Lヲ

1

膨

守

隊,

舶

鋼

顔1

●o粕

注,括 弧内の鼓字は各カテゴリー事例の蝋函が出現した回数{回 答人敬)
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大学生,大 学院生におけるカテゴリーの事例の生成とその出現頻度

表2-3カ テ ゴリー別の出現頻度表

藁 身体の臓器 大.1:道具 鳥 虫 魚 金属

瞳`ゆ

(6)

喧{5,

駈{4}

(3)

(3)

(3)

墜フ7障リン(3)

匹②

(2)

【21

賦 ②

(z>

療 ②

野 ②
c lU)
U)

螺
u)

w

(1)

U)

b`η

生め`1,

麺1、U)

tU)

.q

(u

cn

帰 咄(1)

遍
1且⊃

u)

碗
(1)

{且}

(け

襲{1,

霞Ul

(1)

卜(p

『ミン{1}

アグラ(1)

ンエースG)

aん1且}

ヒル{n

9一 量0〔1,

心臓(18,

胃(14)

肝臓(141

腎臓(!2}

肺(io)

賜(7)

小腸(5)

騨臓(5}

大腸(4)

昭ピうこう(2)

脳 ②

騨臓(2}

肝(U

卜二指腸(1}

食遡(D

脈(U

霞膚 ω

ロコィ

1キs.

馬摘

r

Il

l多
o

:;「ガーパーム(腫)
し
nし ょうこう(u臓

、

弓
童
・鰐

かんな(IG)ス ズメ 《18)

金m(J)ツ バメ(12》

のこガり(8)カ ラス(10)

トンカチ(6)ニ ワトリ(r)

tf(fi)ウ グイス(6)

ノミ ⊂5)イ ンコ(5》

ドライバー(4,ハ ト(S)

ベンチ(4)ヒ パリ(3)

ねじ(3》 白鳥(3)

ニツバー(2)キ ツツキ(3)

カッター(且)ク ジャク(2)

スパナ(1)tト トギス(2)

蚤っ6ま(聖)ム クドリ(2}

ニス(1)メ ジロ{2)

ハンマー(1)ワ シ(2)

ブラス(uブ ンチョウ(2)

ペンキ 〔置)才 ウム(1)

カッコウ(1)

かもめU)

サギ(1》

シジュウカラ(1)

ジョウビタキ(1)

ダチ ョウ{1)

エイ(n

トンビ(1}

ハミングバー ド(1》

ひよどり(1)

フクロウ(1)

ペ ンギン(1)

鴨cu

九官鳥cu

鶏(1)

口(1}

鶴(1)

ドードー(1)

蟻(12)タ イ{11)

蝶(10)イ ワシ(9}

バッタ(8)ア ジ(8)

カブトムシ{7)サ ンマ(8)

蠣(6}サ バ{7)

てんとう虫(5》 ブリ(5)

蚊(5)サ ケ(4》

キリギリス(5,ハ マチ(4)

カブトムシ 〔4,ヒ ラメ 〔4)

かま露り(3》 コイ 〔3)

蜘蛛(3)メ ダカ{3》

クワガタ 〔5)ア ユ(2)

ごきぶり(3)カ ツオ 〔2)

蝉(3)カ レイ(2,

コオロギ(2)グ ッピー{2)

蜻始(2,サ メ(2)

ミミズ(2)フ グ(2)

蜂(2}フ ナ(2,

あめんぼ(uマ グロ(2)

かたつむり(Uメ バル(2)

かなぶんU)金 魚(2)

カメムシ(1)ア ナゴ(1)

すず虫(Dウ ナギ(i)

ムカヂ(Dス ズキ(1)

幼虫(1)タ チウオ(1)

だんごむし(量)タ ラ(1)

チヌ(U

マス(1)

ワカサギ(n

鹸(19)

鉄(17)

綱{17)

tU7)

アルミ(8)

マグネシウム 〔4)

チタン(3)

MI(3)

ニッケル(2)

プラチナ(2)

亜鹸 ②

クロム(1}

ゲルマニウム(1)

ステンレス(且)

ホワイトゴールド(1)

合金 《1)

白金(u

トカテゴリー事例の単謂がes現 した回敬{回 啓人敬)

...
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表2-4カ テ ゴリー別の出現頻度表

化学物質 船 宝石 読み物 電人の称号 動物 布の種類

ダイオキシン(且v)

塩酸 ⑥

硫酸(.5)

サリン(3)

酸素(3)

水素(3)

カリウム 〔2)

クロロホルム(z　

ヘリウム{z)

塩素 ②

水醗化ナトリウム(2)

胃酸カリ(2}

電素 く2,

二酸化炭禦 〔2)

1'Cfl(1)

ア ドレナリン(u

アヒトアルデビ ド(u

アルコール 〔1}

イオウ(1)

エタノール(1,

オキシ ドール(1)

コパル ト(U

テ トロ ドトキシン(u

ドーパ ミン(且1

トリハロメクン(1)

ナイロン(1)

ナ トリウム(u

ピスフェノールA(1)

フロン(1)

ヘブシン(1)

ポリエステル(1)

マグネシウム(1)

リン(u

葭化イオウ(1}

酸化マグネシウム(1)

硝酸ci>

酢酸(1)

酢酸カーミン(1}

水(1)

水銅(1》

炭酸(1)

炭素(1)

:酸化マンガン(1)

硫化水素cn

テ トロドトキシン{u

フェリー(12)

ポート(12)

ヨット(R)

fiヌー(6)

漁船 ⑥

いかだ(fi)

貨物船(5)

ク'レーザー(3)

タンカー(3)

戦艦(3)

潜水艦(3)

タイタニ ック(2)

軍艦 ②

タグボー ト{2)

客船 ②

エリザペス号(1)

クルーズU》

スワンボー ト(n

ブレジヤーポート(11

モーターポー ト(1)

駆逐艦(u

塑愚(1)

高連艇(D

lFこぎポー ト(1)

瀞汽船(1)

巡洋艦(1}

小舟(D

水中■鮒(1)

[i本丸(1)

不霧紛(1》

R惜(1)

有人魚窟 《1)

遊覧船(D

高遼艇(1)

ダイヤモン ド(19}

サファイア(14)

ルピー{14)

エメラルド(量O》

真珠(6)

アメジスト 〔3)

オパール(3)

ガーネット 〔3)

ト'しコ石(3}

'{一'レ(3}

アクアマ リン(2)

キヤツツアイtz　

トノ:_フζ(2)

齪 ②

ネックレス(け

プラチナ(1)

ブレスレット(1}

ペソ ドット(1》

めのう(1)

金(1)

綱 量(D

黒曜荷(U

水晶(1)

小説(15)

漫爾(14,

斬聞(13)

雑u〔 且i>

エツセイ(7)

絵本 〔5)

週PIJB{3,

テキスト(2》

教1糟 ②

詩(2)

辞書(2)

推理小鋭 〔2,

餅諭 く2)

文庫本(2)

●文 ②

コラム(1)

ムック(U

教典(1)

参考膚(1)

藺筆(1)

貌明欝(1)

鶴長(1)

伝記(け

物舗(1}

本G)

大佐(13)

少佐(8)

大尉(8)

一等兵((i)

少尉(5)

中佐 ⑤

将累(4)

少将(4)

大将(4)

中尉(4)

中将(31

二等轟 〔3,

軍曹 ②

ルーテネント(量》

F七 官(U

軍医(1)

軍佐(1}

元帥(U

伍長(t)

員高司令官(1)

揃揮官(1}

チンパンジー(且)

将校(1)

上等兵(D

繕榊(u

長官(U

犬(18)

鏡(17)

馬{6)

うさぎ(s　

キリン(5)

象(5)

ライオン(4)

パンダ(3)

猿 〔3)

ネズミ(3)

シマウマ{2)

亀(2}

牛(2》

カバ ②

キツネ(2}

シカ 〔2}

`二e,とり(2}

あひる(1》

かえる(U

ゴリラ(1)

サイ(1}

革(1)

トラ{1)

ハゲタカ(1)

ブタ(1)

ヘビ(D

ラクダ(1)

ワシ(1)

魚(u

櫓(1)

鯨(U

人(1)

娼 〔且1

絹(171

綿(171

麻(12)

ナイロン(9)

:r.リエステル(9)

t(3)

サテン(2}

ポリエチレン{2,

レーヨン 〔2)

キュプラ(2)

アクリルU)

ウール(1)

カシミヤ(u

キルティングU>

サツカーcu

テ トロン(U

デニム{1)

フェルト(重,

プリントしたものω

ワッフル(1)

化学轍維(1)

スプーン{1}

●
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大学生,大 学院生におけるカテゴリーの事例の生成とその出現頻度

eRカ テゴリー事例の県謂が拙現した圃敦(回 霧人数}
哩

一

表2。5カ テゴリー別の出現頻度表

る り部分 乗り物 おもちゃ 野菜 勾 デザー ト

r「二

簿 「i」　8,占

,}

鄭 ③

÷p㈲1
{6,

1'㈲

臨1(5)

irン ダ(3)
駐13,罰
　
{3t

l1'(3)

1騨:::

㌔}
;1<‐fcu

,「ス{9⊃

」,チ ン(U

l'ク リート{D
・1Pシp)

itF'(1)

1ツト{u

■r昌 ンダ{u

hウU)

J
ゆニーω

k:°

fション{且):

rング(1}

'ガu>

:H)
嫡

」 ・」}

(1)歯

1'路il

iu'

1

(1)

(1)
I
wu　n

p)
I

a}

(q

蝋(IA)

面転駅(10)

飛行機(un

バス(R)

電唄(A)

鮒(A)

パイク{7)

臼動痕(6)

一輪叡(3)

ジェットコースター(2)

トラック12)

蹴覧嘆(2)

JR(1)

アス トラムラ{ン(n

コンコルド(1}

スケボー(D

タクシー(1)

フェリー{け

ヘリコプクー 〔u

ポート 〔n

ロープウェイ(1)

ロケット(1}

ワゴン(1)

機関車cu

汽嘆(1}

汽船(u

牛嘆(t)

原付(1)

広電(市 内電事}(P

三輪噸{1)

罵ci)

列京(1)

檀み木{12}

人形(R)

ブロック(7)

ぬいぐるみ(〔玲

ボール{6}

ヨーヨー(5)

ファミコン 〔4〕

y一 ム(2}

けんk(2)

こま(2)

ままごとセット(2)

ミニカー(2)

ラジコン(2)

双六(2)

竹 とんit(2,

たこ(2)

おはじき(u

f5?'f(1)

がらがら(巳)

クレヨン(1)

ゲーム機(1)

セガサターン(1}

テレビニュース(1)

とらんぶU》

バーピー人形(1}

パズルU}

ピーピー{ζ(1)

プアーピー(D

フラフープ(1)

プラモデル(u

めんこ 〔1)

リカちrん 人形(1)

!iご(1}

飼E(1)

三輪寧(1)

紙{1)

紙風鮒cn

承(け

水てっぽう(1)

超合金(u

福笑い(U

シルパニアファミリー(且)

ブレーステーション(1)

キヤペツ 〔16)豚 肉(童9)

人審(16)牛 肉(18}

タマ ネギ(9)賄 肉(9)

大恨(R)と り肉{7}

レタス(7)属 肉(7)

キュウリ(7)竿 肉{G)

ピーマン(fi)鴨 肉{4)

トマ ト(5)イ ノシシ肉(3)

白僕(4)魚 肉{3}

ネギ(4)ミ ンチ(2}

ブロッコリー`2)ラ ム(2}

モヤシ(2)レ バー(2)

かぼちゃ(2)側 肉(2)

椎茸(2》 鳥肉{2)

シメジ(uカ ルビ{D

ジャガイモ(1)さ さみ(u

セロリ(1}た ん{1》

チンゲンサイ(1)ひ き肉(1)

トウモロコシ(1)ひ れ(u

なす{1)ロ ース(D

ほうれんet(1)牛 乳(u

まめ 〔D犬(D

玉ねぎ(1〕 焼 き鳥(1}

小松璃{1}人 肉(1)

兎肉(u

挽肉(u

アイスクリーム(171

ブリン(13)

ケーキ(12)

パフェ(G)

ゼリー(5}

ヨーゲルト(5)

イチゴ(3)

フルーツ(3}

饅頭(:i)

メロン(3}

テ{ラ ミス(2)

パ イ(2)

パパロア(2}

みかん(2)

リンゴ(21

イチゴパフェ(1)

お茶(1)

か き氷(1)

くだもの(t)

クッキー(U

コーヒーゼ リー(D

ジェラード(聖)

ジュース(1)

タル ト(1)

チーズケーキ(D

パンナコッタ(1)

ビスケット(1}

ムース(n

疑物(D

焼きプリン(1)

焼き芋(U

団 子(1》
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1

輪投げ(1)

注.括 弧内の数字は各カテゴリー事例の蟻餌が出現した回数(回 苔人数)

表2-6カ テゴリー別の出現頻度度 置

予術用の道具 外国通貨 幾何学図形 蛇 宗教 は虫類 時間の単位 距瞳.

メス(20)

糸(8)

針(7)

謝予(7}

手裟`5)

マスク(4}

ガーゼ(3)

ピンセヲト(a》

手術白(3)

照明(3)

廓齢 ②

カーテン(n

カテーテル(1)

ドリル(1)

はさh(1)

レーザーメス(u

薩者(1)

厨護婦(1)

●素ポンプ(1)

止血帯cn

診察台(i)

人工心臓(1)

直角謝子(D

点溺(1)

内視醜(1)

白衣(i)

包帯(1)

纏い針(1}

8瞳合糸(量)

帽r〔u

ドル(20)

マルク(15)

ユーロ(IU

元(II)

フラン(8)

ポンド(8》

リラ(6,

ペソ(5)

ウオン(4)

円(3)

ルピー(2)

リヤン(1)

ルーブル(1}

円(14)

四殉形(12}

三角形(e)

費形 ⑧

憂方形(7)

正方形 〔6)

六角形(6}

五角形(5)

甲行四辺形(3)

台形(2)

球(D

四面体 《1)

十二角形(u

正耗角形(1)

正 モ角形(u

薩繊(D

八角形(1)

コブラ(15)

マムシ(12)

冑大将UI}

ハブ(1〔工)

ニシキヘビ(8》

ガラガラヘビ 〔3⊃

シマヘビ(3)

ウミヘビ(2)

白ヘビ(2}

アナコンダ(u

キングコブラ(1)

め くらへび(1)

やぶ蛇(i　

ヤマカガシ(1)

やまたのおろち(u

溺ヘビ(n

珊瑚ヘビ(1)

大蛇(1)

仏教(20)

キリスト教 〔20,

イスラム教(19}

ヒンズー教(12)

ユダヤ教(5)

伽喀教(3)

神遭(3》

マニ教 〔2}

モルモン敏(2》

オウム露理教(2)

ゾロアスター教u>

ブードウー教(8)

神教(1)

天埋教(1)

統一・教会U)

遭教 ω

法の璃(ll

トカゲ(且6)

へび(15}

ヤモリ(9)

ワニ(A)

カメレオン(7)

亀(7)

イグアナ{6)

イモ リ(4)

かえる(2)

サンシ9ウ ウオ(2)

恐噌(2)

エリマキトカゲ(且)

分(20,メ ーF*

秒(19}キ ロメ 、
●

時(且9)セ ンづり蔓

E(14}ミ リメ幽寧

年(夏ω フ鱈

H⑥ ヤード

ミリ#9(4)尭 細.

週間(3)尺(噸

光牢(2,イ ンt幽

24時 閻(Dナ ノメ.

マイル

寸(3).・

ハロ7'

マイク
し

堅 ②'

umu,

スタデ雀

ひろtr

ミクロ繋

闘(U

注。 括弧内の敗字は各カテゴリー事例の恥獅が出現した回数(回 蕎人数1
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大学生,大 学院生におけるカテゴリーの事例の生成とその出現頻度

表2-7カ テゴリー事例の出現頻度表

車の部品 貴金属類 アルコール飲料 非アルコール飲料 測定器具 燃料

　く

ロ

　

ハ

コ

コ

トナ

,

駐

腔

`

舞

噌

』

t

ヒ

'
.F

ほ

珊

響

」

オ`リ メーター 〔2}

タイヤ(14)ネ ックレス(8)

ハンドル(14》 金(8)

エンジン(量3)餓(8)

ワイ.c-(8}榊 輪 ⊂8)

ボンネット(5,イ ヤリング(7)

ブレーキ(4)ピ アス(6)

アクセル(3}プ ラチナ(6)

シー ト(3)per(4》

ドア(3)●(a)

パンパー(3)ダ イアモンド(4)

フロントガラス(3}ブ レスレット(3)

ライト(3)白 金(3)

ギア(2》 アンクレット(2)

トランク(2)エ メラル ド(2)

パックミラー(2)サ ファイア(2》

ミラー(2}ル ピー(2,

真珠(2)

ガソリン{1》18金 〔D

サスペン%9ン(1)ア メジスト(u

スピーカー{Dジ ュエリー(D

たほこ入れ([,チ タンcn

タンク{1}チ ヨーカー(1}

バッテリー(i>ニ ッケルn>

ブレーキベダル(Dブ ローチ(塵 》

ホイール(1)

ぷルト(1}リ ング(1)

ラジエータ(D水 晶 〔D

ルームミラー(1)鉄(1)

自餓(1)

腕輪(1)

ピール(17)

日本測(14)

ウィスキー(量2)

ワイン(II)

カクテル(8)

ウオッカ(7)

焼酎 《7}

ブランデー(5)

チューハイ(4}

ジン(2)

テキーラ(2}

泡唖(2}

サワー(1)

シヤンパン(且)

にごり栖 〔1)

酒(i>

緬興酒(1)

清酒(1⊃

冷酒cu

ホワイトゴールド(1}

コーヒー(12)

オレン'i'is一 ス(9)

牛乳(9》 メジヤー(9)

コーラ(8)定 規 〔8)

お茶(7⊃ 物差し(8)

紅莱(7)墨 展計(6,

水(7)身 畏計(6,

ジュース(6)分 度滞(5)

ス.r.一ツドリンク(3)は かり{4)

ソーダ(3)血 圧翫(4)

変鶏{3)体 瓢爵(4)

サイダー(2)唇8尺(3}

ジンジャーエール(2)計 量カップ(2)

Fl本莱(2)渥 度齢(2〕

縁茶(2)ス ビードガン 《量)

アクエ リアス(Uテ スター(1}

アッブルジ3一 ス(1)ノ ギスU)

ウーロン茶(け バネばかり{u

カルピス(Dビ ーカー(U

コーヒーゼリー(1)ヘ ルスメーター(i)

シェイク(1)棚 力ar(1)

スポーツ飲桝(且)気 圧計(1}

トマ トジュース(u聴 音機(量)

ブドウジュース(1)天 秤(u

ポカ リ(1)脳 渡計{巳)

ミックスジュース(亘》

ミネラルウr一 ター(1)

ラムネ(け

リンゴジS一 ス(聖}

体重8卜(且3}ガ ソリン(屋9)

ストップウォッチ(9)灯 油(IU

石炭(且0}

鰯油(8}

石油 ⑧

ガス(7)

木炭(5}

アルコール(3)

まt(3⊃

慮油(3》

プルトニウム(2⊃

水素(2)

天然ガス(2)

電気(2)

工タノール(n

ナフサ(t)

プロバンガス{1)

炭(1)

練燦 ω

は各力予ゴリー事例の単舗が田現した回敏(回 篤人数)

9

三1

,,1

、
、
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4.考 察

調査 の結 果,結 果 に挙 げた ような単 語 リス トが作成 で きた。 これ.

ス トか ら幾 つかの点 が分か る。 まず第1に,小 川(1972)に 比 較 しで

テ ゴ リー事例 が異な る印象を受 ける。 秋田(1980)と 本 調査 は,約1窪'

時 間的差があ る。 しか しカテゴ リー事例 の差 は少 ない ように感 じられる

また,明 らかに特定 のカテゴ リー名に所属 しない単語が,カ テゴリー

として回答 されている。 例 えば,爬 虫類 に 「か える,い もり,お おさん

ううお」 な どであ る。 これ らの結果 も,被 験 者の カテ ゴ リー とカテゴ

事例の知識 を反 映 して い る として,そ の まま集計 した。 ただ し,本

手続 きにおいて5つ のカテゴ リー事例 を回答 す るように求 めたために坐

結果 か もしれない。 例 えば,「 あ ま り確信 はないけれ ども,と りあえ

してお こ う」 とい う考 えに基づ き回答 した者 もいただろ う。 と同時に暫

定 のカテゴ リー において は,は っき りとした区分が行 われ に くいのかも

ない(例 えば,爬 虫類 と両生類な ど)。

本調査の問題点 につ いて述べ る。 まず第1に 調査人数が少 ない点が挙

れるだろ う。 小川(1972)が592人 を,秋 田(1980)が300人 を,そ'

れ 被 調査者 と して結果 を出 して いる。 本調 査は20人 とい う人数 による

ゴ リー事例調査 を行 った。 この違 いか ら,本 研究 の調査結果 は,ど の

カテ ゴ リー事例調 査 としての妥当性 を持つ のか とい う問題が あ る。

少ないため に,何 らか の偏 りを生 じて いる可 能性 もあ る。 その点をふ

て,本 調査 の結 果 を利用 す る必要 があ るだろ う。 特 に低頻 度の出現頻

あった単語 は,取 り扱 いに注意が必 要だ と考 え られ る。 それ は調査人

少 ないために,個 人差の影響 が よ り大 きい と考 えられ るた めで ある。

次 に英語圏 の研 究 との比較 を 目的 として,Srinivas&Roediger(1

の 記 銘材 料 を 日本 語 に訳 して用 いた こ とに関 して 述べ る。 英 語を日

に訳 して カテゴ リー名 とした ことによ り,本 研 究の リス トを使用 した
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